
このたびは、弊社製品をご採用いただきありがとうございました。
本製品の性能を十分に発揮させるためおよび安全確保のため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
製品使用時には、常にお手元に置いていただき、お読みになったあとも大切に保管してください。

取扱説明書

生物顕微鏡NX-4100TL
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１．各部の名称

押しボタン付ダイヤル

接眼レンズ

視度補正環

図１

コンデンサ絞り
調整つまみ

撮影鏡筒

レボルバ

対物レンズ
クレンメル

メカニカルステージ

双眼部

コレクタ

ディスプレイ

コンデンサ固定ネジ

ステージ前後動ハンドル

ステージ左右動ハンドル

光路切換つまみ

鏡筒固定ネジ

鏡柱

トルク調整リング
粗動焦点ハンドル

微動焦点ハンドル
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ステージ位置ストッパー

電源ボタン

DCジャック

コンデンサ固定ネジ

図３

図２
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２．顕微鏡本体の設定方法

１．左右の鏡筒に接眼レンズをセットします。
　２．ACアダプタをコンセントに差し込み、電源スイッチを入れて照明を点灯させます。
　３．光路切換つまみが観察用位置になっていることを確認します。
　４．レボルバを回転させて４倍の対物レンズを光路に入れます。このとき対物レンズがステージにぶつかって破

損するのを防止するために粗動焦点ハンドルを回してステージを一番下に下げておきます。
　５．標本をメカニカルステージの上に置き、クレンメルで固定します。コンデンサを通過した照明光の位置を目

安に、標本の観察部位が視野内に入るようにメカニカルステージを操作して標本の位置調整を行います。
※カバーグラス（プレパラートで用いられる標本を覆う薄いガラス）が上になるように置きます。

　６．粗動焦点ハンドルを回してステージを上げ、標本を対物レンズにできるだけ近づけておきます。この作業は
標本と対物レンズ間の距離を目で確認しながら行ってください。

　７．両手で左右の鏡筒を動かして、自分の瞳孔間距離にあうよう、見やすい幅に調整します。左右の２つの円形の
視野がひとつに重なったところが、観察者の瞳孔間距離に合った位置です。

　８．視度補正環を回し目盛りの” 0 ” と双眼鏡筒の白い点の位置を合わせます。両眼で接眼レンズを覗き、ゆっくり
とステージを下げて標本に焦点を合わせます。粗同焦点ハンドルで大まかに焦点を合わせた後、微動焦点
ハンドルで正確に焦点を合わせます(微動焦点ハンドルを何回転も回さないようにしましょう)。視野内に対
象物が無く焦点が合わせられない場合は、メカニカルステージを動かして標本を移動させてください。像が
鮮明でない場合、左右眼の視力差の補正(視度補正)により改善する場合があります。この場合、視度補正環
の無い側の接眼レンズを覗き、粗微動調整ハンドルで焦点を調整した後、両眼で接眼レンズを覗きながら
像が鮮明になるまで視度補正環を回して調整してください。

　９. 開口の調整を行います。
　　　対物レンズを切り換える度にコンデンサの開口を適切に調整する必要があります。コンデンサ絞り調整つま

みを光路に入っている対物レンズの倍率と同じ表記がある位置に設定します。
　１０．本機は焦点ハンドルの回転の重さを調整できるトルク調整リングを備えています（出荷時に調整済みなの

　で不必要に触らないでください）。ご使用時に調整が必要と感じられた場合に調整してください。        　
　　　　※　　 　 緩くしすぎたりきつくしすぎたりしないで下さい。緩すぎるとステージが勝手に下降してしまうようにな

　　りますし、きつすぎると焦点合わせが難しくなり、微動焦点ハンドルの動きにも影響が出てしまいます。
　１１．ステージ位置ストッパーを利用するとステージの上下方向の可動範囲（上限）を変更できます。標本と対物

　レンズがぶつからないように、焦点が合う位置でステージ位置ストッパーを回して固定します。
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３. 照明の設定方法

 本製品は、照明光の色温度、対物レンズ毎の光量、点灯消灯の設定が可能です。
 操作方法
  ダイヤルと押しボタンの操作で、メニュー移動、選択、確定を行います。
   ダイヤル
    回転させることで、メニュー移動や値の変更ができます。
   押しボタン
    単押し、長押しの2種類の押下を使い分けて操作します。
 設定方法
  押しボタンを長押ししてメニュー画面に入ります。
  各設定項目へは単押しで入ります。
  メニュー項目
   
    単押しで消灯・点灯が切り替わります。
    ※メニュー画面で設定しなくても、押しボタンを単押しすることで、消灯・点灯を切り替えでき
    　ます。
   
    ダイヤルを回すと色温度の調整ができます。
    調整後、長押しでメニュー画面に戻り、On Downのアイコンを単押しして設定を完了します。
    ※色温度調整可能範囲：3000K～7000K（100K単位）

   

    単押しで光量調整のロックON/OFFを切り替えます。
    ロックOFF時は、メニュー画面に入らなくても、ダイヤルを回すことで光量の調整ができます。

   
    指定の時間で消灯するように設定できます。
    設定時間が点滅している間にダイヤルを回して希望の時間を設定します。
    時間が点滅から点灯に変わると設定完了です。
    解除するには、設定時間を0：00に設定します。
    ※時間設定可能範囲：0時間0分～8時間0分（5分単位）

   

    各レボルバ位置に何倍の対物レンズが入っているかを設定します。
    設定対象の対物レンズを光路に入れた状態で、押しボタンを単押しし、ダイヤルを回して対
    物レンズの倍率を選び、再度押しボタンを単押しして確定します。
    全ての対物レンズを登録した後、ダイヤルを回してSaveを選び、押しボタンを単押しして保
    存します。
    ※変更を保存しない場合はExitを選んで単押しします。
    ※工場出荷時の設定に戻す場合はResetを選んで単押しします。
    設定を保存した後は、観察したい倍率の対物レンズを光路に入れ、ダイヤルを回して光量の
    調整を行います。一度設定した光量は自動的に記憶され、再度同じ対物レンズが光路に入っ
    た際に記憶した光量に自動調整されます。

   

    メニュー画面から出ます。
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４．主な仕様

 １． 光学系：無限遠補正光学系（結像レンズ　f=180mm)
  ２． 対物レンズ：プランアクロマート

  ３． 接眼レンズ：ワイドフィールド

  
  ４． 総合倍率：10倍の接眼レンズ使用時の総合倍率は以下の通り

 ５． アッベ・コンデンサ：開口数N.A. 1.25、虹彩絞り付き
  ６． メカニカルステージ移動距離：左右75mm、前後：35mm
  ７． 粗微動同軸焦点
  ８． 微動焦点最小目盛り：0.002mm
  ９． 瞳孔間距離調整範囲：53mm～75mm
  １０． 重量：6.6Kg
 １１． 寸法：高さ：420mm, 幅：200mm,奥行き：295mm
 １２． 調光機構付き人工照明装置：高輝度白色LED（色温度調整可能3,000～7,000K）、
　　　　　　   　　　　　　　　　　入力：AC100～240V 50/60Hz、出力：3W
  　　

光学系 倍率 開口数 作動距離(mm)
乾燥系 4× 0.10 28
乾燥系 10× 0.25 7.4
乾燥系 40× 0.40 5.2

対物レンズ倍率 4× 10× 40× 
総合倍率 40× 100× 400×

倍率 視野数(mm)
10× 20
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５．パッキングリスト

  

その他
◆本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。
◆本書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。
◆本書の内容については万全を期して作製いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記入漏れなど、お気づきの点
がありましたらご連絡ください。

名称    数量
顕微鏡本体  １
三眼鏡筒  １
無限遠プランアクロマート対物レンズ ４× １
  １０× １
  ４０× １
接眼レンズ  ２
ACアダプタ(5V2A)  １
ダストカバー  １
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株式会社レイマー 

 
 〒541-0052 大阪市中央区安土町1-8-15 野村不動産大阪ビル6F 

TEL：06-6155-8230 FAX：06-6155-8450 
E-mail：arch@wraymer.com 

 Online Shop：http://www.wraymer.com 


